
東
葉
高
速
鉄
道
の

服
部
新
市
長
の
目
玉
公
約
と

も
い
え
る
の
が

「東
葉
高
速
鉄

道
の
運
賃
の
値
下
げ
、
大
手
町

ま
で
３
１
０
円
」
。
こ
の
公
約

に
つ
い
て
の
見
通
し
を
質
問
し

ま
し
た
。

市
長
は
、
「こ
の
４
年
間
の

任
期
中
に
東
京
メ
ト
ロ
と
の
合

併
に
メ
ド
を
つ
け
る
と
こ
ろ
ま

で
は
実
現
し
た
い
」
と
選
挙
中

に
比
べ
て
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た

も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
は

「東
葉
高
速
鉄
道

の
運
賃
値
下
げ
を
公
約
し
て
い

る
議
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
そ
の
道
筋
さ
え
も
見
え
な

い
ま
ま
同
意
を
求
め
て
き
ま
し

た
。し
か
し
東
葉
高
速
鉄
道
は
、

一
昨
年
度
と
昨
年
度
の
決
算
を

比
較
す
る
と
純
利
益
が
約
２０
億

円
も
増
え
て
い
ま
す
。

同
様
に
１
日
の
乗
降
客
数
は

９
千
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
利

益
を
乗
客
に
還
元
す
る
考
え
を

求
め
て
い
く
こ
と
で
、
運
賃
の

値
下
げ
に
つ
な
げ
て
い
け
ま

す
。日
本
共
産
党
は
東
葉
高
速
鉄

道
運
賃
の
値
下
げ
は
、
先
の
見

通
し
の
な
い
合
併
話
で
な
く
、

利
益
還
元
に
よ
る
実
施
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

服
部
市
長
は
公
約
で
小
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
実
現
を

う
た
い
、
所
信
表
明
で
も

「
エ

ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
早
急

に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
通
教
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置
を
ど
の
よ
う
に
実
現

す
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対

し
、
市
長
の
答
弁
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

代
わ
り
に
教
育
長
が

「特
別

教
室
お
よ
び
管
理
諸
室
等
を
３２

年
度
ま
で
１
０
０
％
を
目
標
に

進
め
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
前
市
長
時
代
と

同
じ
で
す
。
服
部
市
長
の
独
自

性
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

八
千
代
市
の
子
ど
も
た
ち
は

こ
の
ま
ま
猛
暑
の
教
室
で
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

近
隣
市
で
は
、
普
通
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
進
ん
で
い

ま
す
。
（左
表
の
と
お
り
）

日
本
共
産
党
は
、
普
通
教
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
求
め
署

名
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

市
長
の
言
葉
通
り

「子
ど
も

が
第

一
の
市
政
」
実
現
の
た
め

に
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

市
長
選
挙
で
、
市
庁
舎
の
整

備
が
争
点
の
一
つ
と
し
て
た
た

か
わ
れ
、
服
部
市
長
は

「議
会

や
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
判
断

す
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
議
会
の
答
弁

は
、
「築
４８
年
を
経
過
し
た
市

庁
舎
を
耐
震
補
強
で
延
命
し
て

も
、
あ
と
十
数
年
で
建
て
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
「い
ま

立
て
替
え
た
方
が
無
駄
な
経
費

を
か
け
な
く
て
す
む
」
と
公
約

を
裏
切
る
も
の
で
し
た
。

実
施
予
定
の
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
建
て
替
え
に
絞
ら

ず
、
耐
震
補
強
に
つ
い
て
も
調

査
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

「建
て
替
え
あ
り
き
」
で
は

無
く
、
市
民
の
意
見
を
尊
重
し

て
決
定
す
べ
き
で
す
。

市
内
の
公
共
施
設
は
、
耐
震

補
強
の
必
要
な
施
設
が
１０
施

設
、
耐
震
診
断
も
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
が
１５
施
設
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
予
算
措
置
さ
え
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
優
先
す
べ

き
は
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

市
庁
舎
建
て
替
え
に
は
１
０

０
億
円
以
上
が
見
込
ま
れ
、
基

金
と
し
て
３０
億
円
の
積
み
立

て
、
そ
れ
以
外
は
、
市
債
な
ど

に
頼
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
７
３
億
円
も
の
借
金
を
抱

え
、
新
た
な
ハ
コ
モ
ノ
建
設
と

な
れ
ば
、
市
民
生
活
が
犠
牲
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

服
部
新
市
長
の
も
と
、
６
月
定
例
市
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
服
部
市
長
が
選
挙
戦
で
掲
げ
た

「東
葉
高

速
鉄
道
運
賃
の
値
下
げ
」
「学
校
エ
ア
コ
ン
の
早
期
実
現
」
な
ど
、

市
民
の
関
心
の
高
か
っ
た
公
約
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
長
答
弁
は
、
「４
年
間
で
道
筋
を
つ
け
る
」
に
と
ど
ま
り
、

市
民
か
ら
公
約
違
反
と
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

の壊
対
破
反
義
罪
主
謀
主
共
民

「中間報告の禁じ手」

肖」除求める
/AN明
党

「共謀罪」問題で、市長の認識を問う質問中、公明党議員

が質問内容の一部削除を求める動議を発議しました。

動議は、「共謀罪」法案を公明党が委員長を務める参院法

務委員会の採決を省略し、本会議で採決を強行する「中間

報告」という禁じ手を使つたという指摘を削除するよう求

めたのです。

参院本会議で公明党の法務委員長が「中間報告」を行い、

その後採決が強行されたのは事実です。異例の禁じ手「中

間報告」は法務委の審査権、採決権を奪う暴挙です。世論

調査でも法務委の採決省略は「よくなかった」が650/0に

上つています (6月 20日「朝日」)。

多様な意見を保障し

活発な市議会に
都合の悪い質問への答弁拒否や自党の立場を押しつけよ

うとする動議は、議員の質問権を侵害するもので議会制民

主主義に反します。

市民の負託に応え活発に議論する議会を実現するために

は、多様な意見 。発言の保障が不可欠です。

運
賃
値
下
げ
を
！

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

市
長
は
公
約
を
守
れ

代
団

‐ス
「

千
議
■

八
市
二
２。発行 :日本共産党八千代市議団
a047(483)1151

市役所議員控室 内線3416
kyousan@city.yachiyo.chiba。 ,p
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AI栞幸

近隣市のエアコン設置状況

市 設置方法 完了年度

船橋 国庫補助 2012年度

松戸 PFI方式 2016年度

流山 国庫補助 2016年度

鎌ケ谷 国庫補助 2015年 1支

四街道 リース方式 2016年度
西日
Ｐ
ご
Ｆ 市費負担 2016年度

市
庁
舎
整
備
は

市
民
本
意
で

補
強
未
実
施

施
設
を
優
先
せ
よ

aa
aaloooooooooaolaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa



昨年度まで 今年度から

小学校 20′470円 40′600円

中学校 23′550円 47′400円

経
済
的
理
由
か
ら
就
学
が
困

難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
を

援
助
す
る
就
学
援
助
助
成
制
度

の
入
学
準
備
金
が
、
今
年
の

小
ｏ
中
学
校
入
学
者
か
ら
増
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
学
準
備
金
は
左
表
の
よ
う

に
ほ
ぼ
倍
額
に
な
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
は
、
３
月
末
に

「必
要
な
時
期
に
必
要
な
額
を
」

と
各
都
道
府
県
に
通
知
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、
日
本
共
産
党
が
八

千
代
市
を
は
じ
め
地
方
議
会
で

実
態
を
訴
え
、
国
会
で
も
主
張

し
て
き
た
結
果
で
す
。

市
教
育
委
員
会
は
文
教
安
全

常
任
委
員
会
で

「今
年
中
に
補

正
予
算
を
組
ん
で
３
月
ま
で
に

支
給
出
来
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
年
か
ら
入
学
準
備
金
は
入

学
前
支
給
と
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
就

学
援
助
助
成
制
度
に
つ
い
て
昨

年
１２
月
と
今
年
３
月
議
会
で
、

入
学
準
備
金
を
実
態
に
合
わ
せ

て
増
額
す
る
こ
と
と
、
６
月
支

給
を
改
め
入
学
前
に
支
給
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
は

「家
庭
の
収

入
状
況
の
確
認
が
困
難
な
の

魃 で
、
６
月
よ
り
早
く
支
給
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
」
（２
月
２８

日
、
教
育
長
）
と
入
学
前
支
給

を
拒
否
。

ま
た
、
市
議
会
は
市
民
か
ら

の

「就
学
援
助
の
入
学
準
備
金

「阿
蘇
の
地
域
と
学
校
を
考

え
る
会
」
の
公
開
質
問
状
に
対

し
、
服
部
市
長
は

「小
中
学
校

の
統
合
や
分
離
は
、
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
の
理

解
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
良
好
な
教
育
環
境
と

は
言
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。し
か
し
、
教
育
委
員
会
は
、

「適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
答

申
」
に
あ
る
小
学
校
３
校
の
統

廃
合
計
画
を
変
更
し
、
一
方
的

に

「小
中

一
貫
校
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

米
本
団
地
の
小
学
校
が
な
く

な
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、

米
本
小
・
米
本
南
小
の
保
護
者

運「EI
蘇

・
米
本
の
学
校
を
守
れ

動

広
が

る
３
月
支
給
な
ど
制
度
拡
充
を
求

め
る
請
願
」
を
、
自
民
、
公
明
、

市
民
ク
、
新
未
来
な
ど
が

「時

期
尚
早
」
（３
月
２
日
、
文
教

安
全
委
）
な
ど
と
反
対
し
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

や
団
地
自
治
会
の
有
志
が

「団

地
か
ら
小
学
校
を
な
く
さ
な
い

で
」
と
い
う
署
名
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

６
月
２３
日
に
は
１
７
３
５
筆

の
署
名
を
市
長
に
手
渡
し
、
「団

地
に
若
い
人
た
ち
が
引
っ
越
し

て
こ
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
高

齢
化
の
地
域
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
「小
中

一

貫
校
」
を
自
紙
に
戻
し
、
市
が

地
域
や
保
護
者
と
再
度
話
し
合

う
こ
と
を
求
め
て
行
き
ま
す
。
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０
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０

０
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０

０

０

０

０

０
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０
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０

勝
側
爾
回
蔚
則

曇
ン
ヾ
ｕ
参
■
設
置
ヽ

６
月
議
会
で
勝
田
台
駅
南
□

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
含
む

「駅
前
広
場
の
整
備
計
画
」
の

補
正
予
算
が
可
決
し
、
「基
本

設
計
」
の
委
託
費
と
し
て
約
２

千
２
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。市
民
か
ら
は

「南
口
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
の
で
不
便

だ
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
議
会
質
問
を

は
じ
め
京
成
電
鉄
や
東
葉
高
速

鉄
道
へ
の
申
し
入
れ
な
ど
、
駅

利
用
者
・
関
係
団
体
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
市
は
、
「基
本
設
計
」
か
ら

完
成
ま
で
に
少
な
く
と
も
４
年

か
か
る
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
意

見
が
充
分
に
反
映
さ
れ
た
安
全

で
利
用
し
や
す
い
施
設
が
早
期

に
完
成
す
る
よ
う
に
引
き
続
き

尽
力
し
ま
す
。

八
千
代
台
の
回

づ
く
り
は

市
民
と
共
に

市
長
は
京
成
線
の
高
架
化

と
、
八
千
代
台
駅
周
辺
再
開
発

構
想
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

構
想
内
容
は
、
八
千
代
台
小

学
校
の
土
地
転
売
上
局
層
マ
ン

シ
ョ
ン
化
な
ど
に
よ
る
税
収
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
構
想
に
つ
い
て
市
民
か

ら
、
「八
千
代
台
小
は
な
く
な

る
の
」
な
ど
の
疑
問
や
不
安
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
長
は
６
月
議
会
で

「高
架

化
は
、
相
手
の
あ
る
こ
と
な
の

で
、
こ
の
４
年
間
に
見
通
し
を

立
て
ら
れ
れ
ば
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
地
域
の
活

性
化
は

「住
民
の
声
に
寄
り

添
っ
た
街
づ
く
り
」
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

小
学
校
の
統
廃
合
や
再
開
発

ビ
ル
な
ど
ハ
コ
モ
ノ
に
頼
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

就学援助助成制度の

入学準備金

服部市長は、他会派の質問に「現在安

全環境部次長が担っている危機管理監の職

務を来年の 4月 から退職自衛官に任せる方

針」であると答えました。

日本共産党の質問に対し「在職中に災害

派遣活動を通じて培った専門知識を生か

し、自治体との連携強化を図る」と答えて

います。

しかし、災害派遣要請は自衛隊法の83

条や災害対策基本法 68条などで自衛隊と

地方自治体との連携はすでに制度として確

立されています。

専門知識を必要とするならば、外部登用

として公募し公正な試験登用にすべきでは

ないでしょうか。

退職自衛官の天下り先か
県内の状況をみると、習志野市や浦安市

ではすでに任期付き職員として危機管理監

の職は、退職自衛官を登用し議会に諮られ

ることなく、任期が終了すると次の退職自

衛官がその職に就きます。

まさに、自衛官の天下 り先となってい

ます。

地域を知る職員より、外部登用をと考え

るならば公正な試験登用を行うべきです。

市
馴
百
公
ぼ

ｔ直
〓＝
誕
ζ
反
対

2017年 6月議会
主な議案・請願 0日本共産党提出の発議案に対する議決結果 ○ :賛成 ×:反対 欠 :欠席

日本共産党市議員団調べ

議長は採決に加わらず 敬称略

賛成人数

反対人数
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東

江
野
澤
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河
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口
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八千代市税条例の一部を改正する条例の制定
(配偶者控除にかかる所得制限)

賛成 20
反対 4

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ×

時間外労働の「過労死ライン」容認を
やめるよう求める意見書

賛成 10
反対 14 ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

憲法尊重擁護義務の厳守を求める意見書
賛成 10
反対 14 ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

「核兵器禁止条約」の締結へ被爆国にふさわしい

対応を求める意見書
７
７
成
対
賛
反 ○ 〇 ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ 欠 × ○ × ○

教育勅語排除 。失効の国会決議を守るよう
求める意見書

賛成 10
反対 14 ○ ○ ○

× × × × × × ×
長
× × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

農業者戸別所得保障制度の復活を求める意見書 ０
４
成
対
賛
反 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○

「共謀罪」 (テ ロ等準備罪)法の廃止を求める
意見書

賛成 10
反対 14 ○ ○ ○

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ○ × ○


